
産業イノベーション学科 

●学科のディプロマ・ポリシー（学位授与の方針，卒業時に必ず身につける能力） 

＜知識・実技＞ 

1．水産業・紙産業・ものづくり等の産業イノベーションに必要な基礎的知識、専門的知識を修得し

ている。 

＜思考・判断＞ 

2．地域産業に生起する諸課題を広範な学問領域の学際的思考から把握することができ、総合的

に判断して解決策を提案することができる。 

＜関心・意欲・態度＞ 

3．水産業・紙産業・ものづくり等の産業の特徴、強み及び課題について、自ら積極的に関心をも

ち続けることができる。 

4．地域社会を新たな価値創造へと導こうとする意欲を有し、産業振興と地域活性化のために、水

産業・紙産業・ものづくり等の産業に関する諸課題の解決に取り組むことができる。 

＜技能・表現＞ 

5．適切な調査・分析方法を用いて、産業イノベーションによる地域振興に必要な情報を収集・整

理分析することができる。 

6．自らの考えを的確に表現し、他者との間で討論・対話することができる。 

＜リーダーシップ＞ 

7．水産業・紙産業・ものづくり等の産業に関する諸課題の解決へ向けて、サーバントリーダーシッ

プを発揮することができる。 

●学科のアドミッション・ポリシー（学生受け入れの方針，入学時に問われる能力） 

＜知識＞ 

1．高等学校で履修する範囲の基礎学力又は水産業や工業などに関する知識を有している。 

＜思考・判断＞ 

2．目標を達成するために、産業に関わる様々な事象を多面的に考察し、論理的・総合的な考え

方と判断ができる。 

＜関心・意欲・協働＞ 

3．地域社会の持続可能な発展に関心を持ち、水産業・紙産業・ものづくり等の産業イノベーション



に積極的に関わろうとする意欲と熱意を有している。 

4．様々な人々とグループワークをしながら、主体的に産業の問題の発見とその解決に取り組む

姿勢を有している。 

＜技能・表現＞ 

5．他者の意見を理解し、自己の考えを口頭又は文書でわかりやすく表現できる。 

●学科のカリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針，カリキュラムの特徴・特色） 

産業イノベーション学科は、愛媛県の特色である水産業・紙産業・ものづくりを中心とした教育を

通じ、日本の産業において技術・技能、経営に関して改善提言できる人材を育成するために、産

業イノベーションの基本となる基礎専門知識を修得するとともに、実験・実習等により現場での実

践基礎力及び課題解決能力を養います。 

1. 産業イノベーションに関する基礎知識を幅広く学修し、水産業・紙産業・ものづくりを学び

の場とし、産業社会に関する必要な専門知識を順次に修得できるように、共通教育科目、

基礎力育成科目群、課題解決思考力育成科目群、実践力育成科目群、専門力育成科目

群を配置します。 

2. 産業の発祥・成長・発展に関する基礎知識を学修した上で、学問的専門領域の視点から

水産業・紙産業・ものづくりに関する知識や相互の課題について体系的に学ぶために、学

科科目を配置します。 

3. 履修コース科目の必修科目及び選択必修科目では、広範囲に応用可能な基礎科目が配

置され、さらに基礎知識を確実に修得できるように実験・実習等を開講します。また、企業

経営的な視座を養うために、経営・マネジメント科目（他学科科目）を配置します。また、主

体的に専門性を広めていく選択肢として、他学部科目の履修を推奨します。 

4. 自己デザイン科目として、他学科の専門力育成科目群、さらには、他学部との相互連携

による専門教育科目を通じて、産業イノベーションに関わる自然科学・社会科学の双方を

含んだ幅広い学問分野を学びます。 

5. 実践力育成発展科目として、地域ステークホルダーと協働して地域産業の課題解決に取

り組み、地域産業の現状把握と実践力を育成するための科目を配置します。 

 


